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神奈中情報通信 

バス事業者、旅客・貨物輸送事業者が求めるシステムの構築から運用までをサポート！㈱神奈中情報システム 

第３号 （平成２５年１２月） 

㈱神奈中情報システム TEL：0463-22-8804 FAX：0463-22-8815 

■■この「神奈中情報通信」は、私たちと何かのご縁があったかたにのみ、差し上げている通信誌です。■■ 

 

◆スイスの有料道路には料金所がない！？◆ 

こんにちは！お世話になっております。神奈中情報システムの 

米山です。今回は私が担当です。よろしくお願いいたします。 

さて、先日、６泊８日でスイスに行って参りました。５０年生きてきて 

初のヨーロッパです。私どもの会社の親会社である神奈川中央交通が、 

小田急グループに属していまして、その小田急グループさんの取り組みのひとつに

“環境視察団”というものがあり、年に１回海外のどちらかに視察に行きます。 

そして、今年はスイスに小田急グループで２４名行くことになり、その内２名が  

神奈中グループからの選出で、幸運なことに私も選んでいただけました。 

片道約１２時間でスイスに到着。ヨーロッパの各国を回るのではなく、スイスだけ

で６泊でしたので、無理のないスケジュールでしっかり視察をしてくることができまし

た。空港のあるチューリッヒという町で、都市の緑化の取り組みについてのレクチャ

ーを受けたり、クールという町に移動して、レーティッシュ鉄道という観光用の私鉄

に乗り、温暖化関連のレクチャーを受けたりしました。ロケーションは最高で、まるで

富士通のコマーシャルの“世界の車窓から”に出てくるようなところを移動していまし

た。ちなみにこのレーティッシュ鉄道は、神奈川の箱根登山鉄道さんと姉妹提携を

結んでいて、鉄道の先頭車両の側面にとても大きく「箱 根 登 山 電 車」と（１文字

の幅が１ｍくらいで）書かれていてびっくりしました。 

そして、今回のスイス視察で一番驚いたのは（環境ではないのですが）、交通に

関する文化の違いでした。スイスに到着し、観光バスに乗って空港から宿泊地まで 

移動していたときのことです。日本で言うところの高速道路に乗っ

たのですが、有料道路であるにもかかわらず、料金所らしきところ

がどこにも見当たらないのです。 

聞けば、基本的にスイスは有料道路に料金所は（２枚目へ→） 
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【発行元】  

バス事業者、旅客・貨物輸送事業者が求めるシステムの構築から運用までをサポート！ 

株式会社神奈中情報システム  

〒２５４－０８１１ 神奈川県平塚市八重咲町７番３５号 

TEL：０４６３－２２－８８０４ FAX：０４６３－２２－８８１５ 

発行責任者：神奈中情報システム  

■この通信がご不要の方は１枚目をそのままＦＡＸしてくださいますようよろしくお願いいたします■ 

（続き→） ないそうなのです。では料金はどうするのか聞いてみると、ディズニーで

いうところの年間パスポートのようなものがあるとのこと。有料道路の年間パスポー

トのようなものを購入し、日本で言うところの車検のマークのようなちょっと大きめの

ステッカーを、車のフロントガラスの前に内側から貼りつけ、有料道路を走る権利を

持ってますとするそうなのです。これが貼ってあればどこもかしこも走り放題で、そ

の料金を聞いてまたびっくり。なんと、日本円で年間たったの４０００円！だそうで

す。私はよく子どもを車に乗せて厚木から浦安のディズニーに行きますが、往復で

４０００円弱かかります・・・（汗）。 

また、そういう仕組みが電車やバス、路面電車のトラムにも見受けられました。特

に鉄道では券売機があるのになぜか改札がありません。聞けば、どうやら国と国民

が信頼関係にあり、乗車に必要なパスは基本的に携帯していますということで成り 

立っているとのこと。そのかわり抜き打ちで検札はあって、そのとき

に乗車する権利を表すものを携帯していないと倍返しどころか１０

倍返しくらいの罰則があるそうです。国が変わればこんなにも文化

の違いがあるんだなぁと驚きの多かったスイス視察でした。米山 

◆発行者コラム◆ 

今回もまた最後までお読みいただきましてどうも有難うございました！神奈中情

報通信第３号はいかがでしたでしょうか？さて、スイスでの食事ですが、まず土地柄

的にパンが中心でした。チーズフォンデュ等もいただきましたが、やはり日本で食べ

る方が断然美味しいです。珍しいところでは、チーズフォンデュならぬミートフォンデ

ュというものをいただきました。こちらは肉の素揚げのようなものですが、食べるほ

どに日本のトンカツが恋しくなりました。日本食がやっぱり一番です（笑）。米山 

大森 米山 


